
　全学的な取り組みを一体感を持って学外に伝えるには、全員が同じ思いで
取り組み、同じ言葉で、同じ熱量で語ることが重要だ。久留米工業大学ではこ
れを目的とするFD・SD「広報ブランディング研修会」を実施している。
　参加した教職員はブランディングの基礎知識を学ぶだけでなく、ビジョンの実
現に向けて自分たちができることを議論し共有している。工学技術で地域と連
携するために明日から自分は何に取り組むのかを個人ワークで考えたり、課題
解決を通して学生が成長した事例を参加者同士で出し合ったりした。さらに自
学の教育の特徴について、外部のステークホルダーとどうコミュニケーションを
取ったら伝わりやすいのかを模索、共有するためのペアワークも行われている。
　「広報の視点から取り組む教育改革には、“伝えたい大学の姿”をハブにし
て、一人ひとりの取り組みをつなぐ効果があると考えています。それぞれの取り
組みは小粒でも、全体として大粒になる広報ブランディングを展開していきま
す」（河野教授）。

改革の成果を学外に伝えるための
広報ブランディング研修会

所在地／福岡県久留米市
沿革／1966年久留米工業学園短期大学を設置。1976年久留米工業大学工学部を設置。
　　　1979年久留米工業学園短期大学を廃止。
学生数／約1500人　学部／工　
大学院／工学（エネルギーシステム工学専攻、電子情報システム工学専攻、自動車システム工学専攻）
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本
学
は
１
９
６
６
年
の
建
学
以
来
、

主
に
自
動
車
工
学
の
分
野
で
地
域
に
人

材
を
送
り
出
し
て
き
た
大
学
で
す
。
２

０
１
８
年
度
に
は
、
先
進
モ
ビ
リ
テ
ィ

技
術
を
社
会
福
祉
に
応
用
す
る
研
究
で

「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
採
択

を
機
に
、
本
学
の
イ
メ
ー
ジ
を
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
改
め
て
聞
い
た

こ
と
が
、
本
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
調
査
前
は
、
近
隣
の
大
学
と
比
較
し

て
知
名
度
が
低
い
こ
と
が
、
学
生
募
集

で
苦
労
す
る
理
由
だ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、結
果
は
違
い
ま
し
た
。

実
際
に
は
、
知
名
度
に
大
差
は
な
く
、

教
育
内
容
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
課
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。

加
え
て
、
高
校
生
の
学
び
の
ニ
ー
ズ

と
本
学
が
提
供
す
る
教
育
の
間
に
〝
ズ

レ
〞
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。

　
地
域
の
高
校
生
は
大
学
に
何
を
求
め

て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
地
域
貢
献
が

し
た
い
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
力

を
身
に
付
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

高
校
生
に
と
っ
て
学
ぶ
こ
と
は〝
目
的
〞

で
は
な
く
、
課
題
解
決
力
を
身
に
付
け

る
〝
手
段
〞
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
高
校
で
の
探
究
学
習

の
進
展
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
か
ね
て
よ
り
本
学
で
は
、
研
究
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
な
ど
を
通
じ
て
地
域

貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で

高
校
生
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
地
域

貢
献
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
教
育
・

研
究
改
革
と
、
そ
の
成
果
を
き
ち
ん
と

伝
え
る
広
報
の
改
革
に
、
全
学
で
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
地
域
活
動
を
通
し
て
学
生
の
成
長
を

実
現
す
る
に
は
、
地
域
の
御
用
聞
き
で

は
な
く
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
地

域
貢
献
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
地
域
の
人
に
も
本
学
の

教
育
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
共
に
地
域

課
題
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
め
ざ
す

「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
学
の
教
育
に
賛
同
す
る

地
域
の
企
業
や
市
民
団
体
の
実
務
者
を

募
り
、
大
学
と
同
等
の
立
場
で
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
携
わ
る
「
人
材
育

成
パ
ー
ト
ナ
ー
」
に
認
定
す
る
制
度
で

す
。
個
人
単
位
で
、
無
償
で
参
加
す
る

点
が
特
徴
で
す
。
参
加
者
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
大
学
の
公
認
が
得
ら
れ
る
こ
と
、

大
学
を
ハ
ブ
と
し
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
元
企
業
や

居
住
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
題
材
に
開

発
し
ま
す
。
集
ま
る
課
題
に
は
地
域
の

現
況
が
反
映
さ
れ
る
た
め
、
今
後
は
必

然
的
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
企
業
活
動

や
生
活
に
関
す
る
取
り
組
み
が
増
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
活
動
は
、
正
課
の
授

業
と
し
て
単
位
認
定
し
ま
す
。

　
教
育
だ
け
で
な
く
、
研
究
に
お
い
て

も
地
域
貢
献
を
強
化
す
る
た
め
、
地
域

課
題
解
決
型
の
卒
業
研
究
を
各
学
科
・

ゼ
ミ
に
は
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
広
報
か
ら
提
案

し
た
も
の
で
す
。
と
い
う
の
も
、
広
報

は
自
学
の
姿
を
外
に
伝
え
る
だ
け
で
な

く
、
伝
え
る
中
身
を
つ
く
る
工
程
に
も

積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か

ら
で
す
。
地
域
の
人
々
に
「
こ
の
大
学

が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら

う
。
そ
し
て
そ
れ
を
教
職
員
が
誇
り
に

思
え
る
大
学
に
す
る
こ
と
が
、
本
学
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
目
標
で
す
。

久留米工業大学

伝えるだけの広報から、組織変容を促し、教育改革の担い手となる広報へ。
久留米工業大学では、全学と地域を巻き込みながらブランディングを進めている。

こうのひろし●2004年九州芸術工科大学大学院博士
後期課程修了。ＣＧ制作会社、九州大学ユーザーサイエン
ス機構での勤務を経て、2007年久留米工業大学に着任。
2014年教授。2015年より学長補佐（広報委員長）を務め
る。研究分野はＣＧによる視覚情報デザイン。

河野 央工学部
情報ネットワーク工学科
学長補佐（広報）・教授

地
域
の
高
校
生
が
求
め
る

教
育
は
何
か
を
出
発
点
に

地
域
の
人
々
と
共
に

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

注目！

Vision

大学は何をめざしていて、

そのために何に取り組んでおり、
今はどういう状態なのか

Process＋Evidence

だから、どういう生徒に
本学を勧めてもらいたいのか

Recommend

高校教員と教育を語るためのワーク

CASE
STUDY

下のフレームに沿って話すことで
教育を語る基本の型を身に付ける

広報起点の教育改革で
地域の大学ブランディング

教 育

規模じゃない。希望のスケールを誇りたい。

ブランドスローガン 広 報

一人一人の学生の才能を伸ばし、グローバルな視点を持つ
ものづくり産業人を育成し、地域の産業界から頼りにされる、大学となる

福岡一小さな工業大学だからこそ、解決できることがある
工学技術で地域に貢献する大学、課題解決を通して学生が成長を実感する大学

2017年
ビジョンの策定

2020年
ブランディングの見直し

●広報ブランディング研修会の実施
●特設サイトでの地域貢献事例の
 情報発信
●アドミッション・ポリシーの見直しなど

●「地域と学び、みんなでブレイクスルーする
  オフィシャルパートナーシップ制度」の創設
● 地域課題解決型の卒業研究の推進
●「地域連携」の科目新設など

2019年ステークホルダー調査を実施

特集  withコロナ×18歳人口減×入試改革元年 今こそ、大学ブランディング


